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＜１．会社紹介＞

会社概要
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＜１．自己紹介＞

１９６５年生まれ ４９歳

１９９０年４月 ダイハツ工業入社
８月 まさかの

情報システム部 配属
１９９３年 販売会社 出向
１９９６年 復職

再び情報システム部へ
２０１２年 カスタマーサービス

パーツ部 異動
２０１３年 オフィスサポートセンター

ICT担当 および
カスタマーサービス
パーツ部 兼務

＜現在の業務＞
・補修部品システム再構築
・メインフレーム ダウンサイジング

希望は
営業・商品
企画職(笑)
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＜２．はじめに＞思えば３年前の冬・・・

オールダイハツ
ＴＱＭ大会

(Total Quality Management)

オールダイハツTQM大会では、
役員から部長クラスの発表に
よるトップダウン型で全従業
員と戦略的方向性や経営課題
を共有し、経営品質の向上と
体質変革を目指しています。
（弊社ＨＰより抜粋）

「パソコンに向かうのが
仕事ではない！」

「机に向かってペンを持ち
データの入力している姿は

間違い」

「事務所に座って
パソコンにばかり向かうな」
「現場とともに自らが汗をかき
実務を通してシステム企画せよ」
という指示そのものと理解

君たちは
仙人だ
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＜３．組織の変遷＞歴史

ステージ 組織名 組織のミッション

第１期
（１９８０年代）

経理部電算課 システムは財務会計を処理するための道具
プログラマーやパンチャー、
オペレータといった運用主体の組織

第２期
（１９９０年代）

情報システム部 自動車製造会社の基幹業務である
部品表→原価計算→生産準備→
生産計画→部品手配→生産→配車という
一連のSCMに関わるプロセスはもとより、
販売や品質保証、
アフターマーケットのCRMまで
情報システムを企画・開発・運用

第３期
（２０００年代）

ＢＲ・ＩT推進部
ＢＲ推進部

社内外の業務プロセスを一気通貫の視点で
俯瞰出来るシステム部門こそが、
業務改革を行うことが出来るとの観点から
BR（Business Reform・・・業務改善）
Business Revolution（業務革命）を起こす
部署としての期待
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＜３．組織の変遷＞BR組織のイメージ
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遊撃隊として評価高い
でもどうやって育てる？？

運用・保守は正常が当たり前
どう評価する？？



＜４．現状組織のメリット＞現場に近づく
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「現地・現物」
確認

A社

Ｂ社

C社
他社

ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ
立ち位置を

知る



＜４．現状組織のメリット＞QCD(Quality/Cost/Date)向上
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品質向上 ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ

ｽﾋﾟｰﾄﾞUP

手戻り
なし すぐに

承認

自部門
完結



＜４．現状組織のメリット＞「ｼｽﾃﾑ化」ｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟ
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システム企画を自部門のミッションと認識
（今まではIT部署任せ）

2015年度
某現場 部方針より抜粋



＜５．現状組織の課題①＞人材の固定化

情報システム
部門

販売部門生産部門 管理部門

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに応じ
SEを駐在・派遣

販売部門生産部門 管理部門

ｵﾌｨｽｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀ
（運用・統制のみ）

新規工場
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに

人が欲しい・・・

生産の
ニーズは

わかるが・・・

出したら
二度と返して

くれないのでは?

プロジェクトの繫閑に応じて
SEを配置
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＜５．現状組織の課題②＞IT統制上の課題

システムオーナー・
開発・運用
三権分立

システム
開発部門

システムオーナー部署システムオーナー部署

設計、生産
営業、物流
管理など

シスアド

SE/PG

システム
運用部門

OP

システム
運用部門

OP

シスアド SE/PG

システム化依頼と
システム開発は

担当を明確に分離

三権分立の崩壊
役割を組織表に定義
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＜５．現状組織の課題③＞人材育成

製作

運用・評価

要件定義

詳細仕様

設計

構想検討

試行

ﾕｰｻﾞｰﾃｽﾄ

ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ
システム側中心

ユ
ー
ザ
ー
側
中
心

ｼｽﾃﾑ側は､｢ｼｽﾃﾑ
構築方針｣が重要

含単体テスト
*ユーザー側は

ユーザーテスト
以降の準備

(導入)

すべての
工程が現場で

完結・・・

情報部門の
教育の関与や
人材の交流

Copyright © Daihatsu Motor Co., Ltd. All rights reserved.



＜５．現状組織の課題④＞標準化

現場IT部門への
横展開は困難
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＜５．現状組織の課題⑤＞役割定義困難なシステム保守

システム保守は現場？ｾﾝﾀｰ集中？？
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＜５．現状組織の課題⑤＞役割定義困難なシステム保守
～システム保守の流れ～
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＜５．現状組織の課題⑤＞役割定義困難なシステム保守
～システム保守の課題～



＜５．現状組織の課題⑥＞投資管理

情報システム
部門

販売部門生産部門 管理部門 販売部門生産部門 管理部門

ｵﾌｨｽｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀ
（運用・統制のみ）

経理・財務
部門（金庫番）

経理・財務
部門（金庫番）

各部申請に
基づき配布

投資の有効性
判断し再分配

情報化予算を
一括して取得

本当に
全社最適？

予算申請
執行まで完結
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＜５．現状組織の課題⑦＞経営に応えていない

ｵﾌｨｽｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀ
ICT

販売部門生産部門 管理部門

CF本部
Cross Function

経営層

企画機能を
果たせず

各部ニーズで
りんぎ上申
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＜６．課題の解決に向けて①＞
『オフィスサポートセンター』と『現場IT』機能の再定義

強力な横串機能

現場入り込みで
お客様に近づく
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＜６．課題の解決に向けて②＞人材の流動化

業務知識とITスキル

ICT 現場IT

サケマス人事
現場と回遊

定期的な
ﾛｰﾃｰｼｮﾝで
ｽﾊﾟｲﾗﾙｱｯﾌﾟ
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＜６．課題の解決に向けて③＞内部統制

オフィスサポート
センターの中に
全社システムの

運用状況を
一元監査できる

部隊の創設
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＜６．課題の解決に向けて④＞標準化

ベンダー依存ではない
標準維持には啓蒙が必要
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＜６．課題の解決に向けて⑤＞
『システム保守業務』役割の明確化と効率化
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業務系ｻｰﾊﾞ

ﾘﾊﾞｰｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞで
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑに

依存しない維持体制

システム再構築で
保守ｺｽﾄﾊｰﾌ化を織り込み

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾚｽ
業務知識
レス

開発技術
レス

ﾀﾞｲﾊﾂ基幹系ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
メインフレーム

システム再構築で
保守ｺｽﾄﾊｰﾌ化を織り込み順次サーバ化

ｺｰﾙｾﾝﾀｰ化でｺｽﾄﾀﾞｳﾝ 現場目線で必要なものを依頼

改善運用
ICT準委任契約 １人月以上は請負



＜６．課題の解決に向けて⑤＞
『システム保守業務』役割の明確化と効率化
～システム保守委託の考え方～
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全社横串機能を
担保し、標準化・

寄せ止め効果による
コスト低減を継続的に

実施



＜６．課題の解決に向けて⑥＞全社IT投資の視える化
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＜６．課題の解決に向けて⑦＞経営に近づく
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経営視点での
システム企画推進
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ご清聴
ありがとう

ございました


